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育ちのサポートを必要とする乳幼児とその保護者が存在する
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乳幼児の発達支援の体制づくり
～発達障害の疑いのある乳幼児の早期支援について方策を検討～

（1）発達障害など支援が必要な親子が継続して参加できる教室（イベント）の実施・立ち上げ支援

（2）発達障害の早期発見の質を高めるための福祉関係職員を対象とした研修会を開催

３到達目標・方法

１課題

Ｒ６研究中

×

２課題解決策

ニーズがある乳幼児とその保護者に対して，プログラム化され，担当者と一緒に
「安心して母子遊び体験ができる」場として「つくしんぼ」を運営する。
「つくしんぼ」では，母子遊び体験の中で表現される児の「育ち」を担当者と共
有し，保護者の子育てエンパワーメント（親支援）を実現する。

大学

市担当課

共同研究 ×
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